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２０１１年３月１１日１４時４６分

東日本大震災発生



東日本大震災を経験し改めて
気づいた３つの大切なこと



生き残った私たちのお役目とは？

次世代を担う子供たちに
３つの大切なことを伝えるとともに

私たちの暮らす三陸沿岸地域には
世界に誇れる食や水産業がある
ということを知ってもらうこと
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衰退している日本の水産業
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近年若者の新規参入者は
若干増えているものの・・・
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２０１２年１２月

気仙沼商工会議所
気仙沼漁業協同組合
（一社）大日本水産会
（株）臼福本店

４団体にて
学校給食に普及させる会を設立
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団体概要

構成団体

23団体（令和３年１０月現在）入会順

気仙沼の魚を学校給食に普及させる会気仙沼の魚を学校給食に普及させる会
1 （株臼福本店

2 （一社）大日本水産会

3 気仙沼商工会議所

4 気仙沼漁業協同組合

5 宮城県北部鰹鮪漁業組合

6 富士通（株）

7 （株）H.I.M

8 （株）冷水

9 （株）カネダイ

10 気仙沼市

11 気仙沼市魚食健康都市推進協議会

12 気仙沼冷凍水産加工業協同組合

13 （株）BOLBOP

14 気仙沼遠洋漁業協同組合

15 南三陸納涼協同組合（JA南三陸）

16 宮城県漁業協同組合気仙沼地区支所大谷本吉支所（JFみやぎ）

17 気仙沼ワークス（株）

18 サッポロビール（株）

19 公立大学法人　宮城大学　食産業学部

20 アクアパッツァ（（株）AP　TOMATO）

21 日本かつお・まぐろ漁業協同組合

22 宮城県気仙沼地方振興事務所

23 サンフード（株）
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学校給食法 第２条 （昭和２９年制定）

二 日常生活における食事について正しい理解を深め 健全な食生活を営
むことができる判断力を培い 及び望ましい食習慣を養うこと

五 食生活が食にかかわる人々の様々な活動に支えられていることについ
ての理解を深め 勤労を重んずる態度を養うこと

六 我国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深めること

七 食料の生産 流通及び消費について 正しい理解に導くこと
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平成２６年１０月
杉並区教育委員会

週刊文春の記事をきっかけ
に、学校給食の国産化を
宣言、中国食材廃止へ
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気仙沼の給食に三陸沖さんま？
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日本のEEZの外（三陸沖？）で
外国漁船によって乱獲されていた
さんまだった
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ホテルオークラ元総料理⾧
髙木裕美知氏

気仙沼の魚を学校給食に普及させる会気仙沼の魚を学校給食に普及させる会

料理人との連携・メニューの開発
メカジキメンチコロッケ

ソースの変化によって和風・洋風・中華
それぞれの味が楽しめる

マグロベニエ（フリッター）

和風ソース 洋風ソース 中華ソース
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食育プログラム①

学ぶ
（漁師さんから漁業を学ぶ）
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漁師による
出張授業
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富士通との共同開発 タブレット端末による食育授業
気仙沼の魚を学校給食に普及させる会気仙沼の魚を学校給食に普及させる会



タブレット端末による授業
気仙沼の魚を学校給食に普及させる会気仙沼の魚を学校給食に普及させる会

食育授業の３つの学習テーマ

子供達に伝えている２つのメッセージ
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